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経　
けん

験　から「　
ぼう

防　
さい

災　
し

士　」の　
し

資　
かく

格　も　
みずか

自　ら　
しゅ

取　
とく

得　。　
し

市　の　
さい

災　
がい

害　
じ

時　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
し

支　
えん

援　ボランティアで　
かつ

活　
やく

躍　するほか、
ボランティアで　

がい

外　
こく

国　
じん

人　に　
に

日　
ほん

本　
ご

語　も　
おし

教　えています。

〇　
たい

対　
しょう

象　
がい

外　
こく

国　
ご

語　で　
つう

通　
やく

訳　と　
ほん

翻　
やく

訳　ができる18　
さい

歳　
い

以　
じょう

上　の　
ひと

人　で、　
む

無　
ほう

報　
しゅう

酬　　で
　　　　　

きょう

協　
りょく

力　できる　
ひと

人　。
※　

こう

高　
こう

校　
せい

生　は　
のぞ

除　きます。※　
に

日　
ほん

本　
こく

国　
せき

籍　でない　
ひと

人　は　
ざい

在　
りゅう

留　
し

資　
かく

格　が　
ひつ

必　
よう

要　です。
〇　

もう

申　し　
こ

込　み・　
と

問　い　
あ

合　わせ
　

い

伊　
せ

勢　
さき

崎　
し

市　
し

市　　
みん

民　
ぶ

部　
こく

国　
さい

際　
か

課　　TEL0270-27-2731

こく

国　
さい

際　ボランティア
さい

災　
がい

害　
じ

時　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
し

支　
えん

援　ボランティア

　
きょう

共　
せい

生　というのは、　
いま

今　では　
せ

世　
かい

界　
じゅう

中　で　
あ

当　たり　
まえ

前　に　
そん

存　
ざい

在　してい
る　

ふ

普　
つう

通　のことだと　
おも

思　います。　
わたし

私　はモスクの　
しゅう

周　
へん

辺　に　
めい

迷　
わく

惑　が　
か

掛
　からないように　

くるま

車　の　
ちゅう

駐　
しゃ

車　や　
きつ

喫　
えん

煙　など、ルールを　
まも

守　るよう
ちゅう

注
　
い

意　しています。そのような　
かつ

活　
どう

動　を
なが

長　
ねん

年　
つづ

続　けていくことが、
　
そう

相　
ご

互　の　
り

理　
かい

解　につながると　
おも

思　っているからです。
　

がい

外　
こく

国　
じん

人　として　
かん

感　じることは、まず　
に

日　
ほん

本　のルールを　
まも

守　り　
ぶん

文
　
か

化　を　
そん

尊　
ちょう

重　することが　
たい

大　
せつ

切　だと　
おも

思　っています。　
じ

自　
ぶん

分　
たち

達　の　
ぶん

文　
か

化　を　
お

押　し　
つ

付　けるのではなく、　
あい

相　
て

手　のルールを　
うやま

敬　
い、

そん

尊　
けい

敬　の　
き

気　
も

持　ちを　
も

持　って　
せっ

接　しないと　
きょう

共　
せい

生　は　
むずか

難　しいと　
おも

思　います。これからもこのモスクを　
ちゅう

中　
しん

心　に　
わたし

私　たち
が　

ち

地　
いき

域　で「　
きょう

共　
せい

生　」していけるよう、　
じ

自　
ぶん

分　にできる　
かつ

活　
どう

動　を　
つづ

続　けていきます。

　
い

伊　
せ

勢　
さき

崎　
し

市　は　
ぐん

群　
ま

馬　
けん

県　の　
なか

中　で　
がい

外　　
こく

国　
じん

人　
じゅう

住　
みん

民　
すう

数　が　
いち

一　
ばん

番　
おお

多　いってご　
ぞん

存　じでしたか？　そんな　
た

多　
こく

国　
せき

籍　な　
ほん

本　
し

市　において、ボ
ランティアとして　

かつ

活　
やく

躍　している　
がい

外　
こく

国　
じん

人　にスポットをあて　
しゅ

取　
ざい

材　を　
おこな

行　いました。　
ふたり

二人　は　
ほん

本　
し

市　で　
ぼ

募　
しゅう

集　しているボラ
ンティアに　

とう

登　
ろく

録　し、　
し

市　
ない

内　の　
た

多　
ぶん

文　
か

化　
きょう

共　
せい

生　
じ

事　
ぎょう

業　をはじめ　
おお

多　くのイベントに　
さん

参　
か

加　し　
きょう

共　
せい

生　のまちづくりに　
こう

貢　
けん

献　してい
ます。

ふたり

二人　のほかにも　
おお

多　くの　
みな

皆　さんがボランティア　
かつ

活　
どう

動　を　
とお

通　して　
た

多　
ぶん

文　
か

化　
きょう

共　
せい

生　に　
きょう

協　
りょく

力　しています。　
きょう

興　
み

味　のある
　　
ひと

人　はぜひ　
みぎ

右　ページの　
とう

登　
ろく

録　
ほう

方　
ほう

法　をご　
かく

確　
にん

認　ください！

とく

特 
しゅう

集
とく

特 
しゅう

集

ルーツやバックグラウンドにこだわらず、　
た

多　
よう

様　
せい

性　を　
みと

認　めること

ささ

支　えられる　
がわ

側　から　
ささ

支　える　
がわ

側　へ
　ザベルさんは　

に

日　
ほん

本　に　
す

住　んで　
やく

約　10　
ねん

年　。　
らい

来　
にち

日　
とう

当　
しょ

初　か
ら　

い

伊　
せ

勢　
さき

崎　
し

市　に　
す

住　んでいます。　
す

住　んでいる　
ち

地　
いき

域　にある
モスクでイマーム（　

れい

礼　
はい

拝　の　
せん

先　
どう

導　
しゃ

者　）を　
つと

務　めながら、　
し

市　
こく

国　
さい

際　
こう

交　
りゅう

流　
きょう

協　
かい

会　のボランティアとしてモスクに　
かよ

通　う　
ひと

人　や　
ち

地　
いき

域　に　
す

住　む　
がい

外　
こく

国　
じん

人　の　
みな

皆　さんに　
し

市　からの　
じょう

情　
ほう

報　や　
せい

生　
かつ

活　ルールを　
おし

教　えています。　
とく

特　
ぎ

技　はグラフィックデザ
インやウェブデザインで、　

に

日　
ほん

本　
ご

語　
い

以　
がい

外　に６　
げん

言　
ご

語　を　
あやつ

操　
ります。

Prof ile

Prof ile

す

住　んでいる　
と

土　
ち

地　の　
ぶん

文　
か

化　を　
そん

尊　
ちょう

重　し、まわりの　
ひと

人　から　
しん

信　
らい

頼　を　
え

得　ること

　
わたし

私　は　
やく

約　20　
ねん

年　
まえ

前　に　
だい

大　
す

好　きな　
き

着　
もの

物　がきっかけで　
らい

来　
にち

日
　しました。　

に

日　
ほん

本　に　
き

来　た　
ころ

頃　は、なんだかお　
きゃく

客　さんの
ような　

き

気　
ぶん

分　で、　
まわ

周　りに　
めい

迷　
わく

惑　をかけないように　
ひか

控　え
めでした。しかし、　

こ

子　
そだ

育　てをしながら　
じ

地　
しん

震　や　
つ

津　
なみ

波　、
　
こう

洪　
ずい

水　などを　
けい

経　
けん

験　した　
とき

時　に、　
おや

親　として　
ち

知　
しき

識　が　
た

足　りな
いと　

かん

感　じ、　
ひとり

一人　　の　
じゅう

住　
みん

民　として　
せい

生　
かつ

活　しているのだと　
かん

感　じるようになりました。まずは　
じ

自　
ぶん

分　や　
じ

自　
ぶん

分　の　
み

身　
の　

まわ

回　りの　
ひと

人　を　
まも

守　りたいという　
き

気　
も

持　ちから　
さい

災　
がい

害　
じ

時　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
し

支　
えん

援　ボランティアに　
とう

登　
ろく

録　しその　
ご

後、　
ぼう

防　
さい

災　
し

士　の　
し

資　
かく

格　も　
しゅ

取　
とく

得　しました。
　

ぼう

防　
さい

災　
し

士　として　
さん

参　
か

加　した　
じ

地　
もと

元　の　
ぼう

防　
さい

災　
くん

訓　
れん

練　では、　
き

企　
かく

画　の　
だん

段　
かい

階　から　
さん

参　
か

加　できて、とても　
き

貴　
ちょう

重　な　
たい

体　
けん

験　をす
ることができました。その　

とき

時　に、　
がい

外　
こく

国　
しゅっ

出　
しん

身　だから
こそできる　

かつ

活　
どう

動　があるのではないかと　
かん

感　じました。
　
い

伊　
せ

勢　
さき

崎　
し

市　に　
す

住　む　
がい

外　
こく

国　
じん

人　の　
なか

中　で、それぞれ　
しゅっ

出　
しん

身　ごと
にキーとなる　

にん

人　
げん

間　が　
じょう

情　
ほう

報　を　
はっ

発　
しん

信　できれば　
り

理　
そう

想　ですね。
　また、　

わたし

私　は　
ぼう

防　
さい

災　に　
かん

関　する　
かつ

活　
どう

動　の　
ほか

他　にも　
に

日　
ほん

本　
ご

語　
きょう

教　
しつ

室　で　
がい

外　
こく

国　
じん

人　に　
に

日　
ほん

本　
ご

語　を　
おし

教　えています。それも　
さい

最　
しょ

初　
は　

じ

自　
ぶん

分　の　
に

日　
ほん

本　
ご

語　の　
じょう

上　
たつ

達　が　
もく

目　
てき

的　でしたが、　
いま

今　では　
すう

数　
じゅっ

十　か　
こく

国　の　
くに

国　からきた　
ひと

人　
たち

達　と　
たの

楽　しく　
べん

勉　
きょう

強　しています。
その　

なか

中　で　
じ

自　
ぶん

分　で　
まな

学　んだ　
ぼう

防　
さい

災　のことを　
きょう

教　
ざい

材　にして　
かつ

活　
よう

用　することもできました。
　その　

ほか

他　には、PTA　
かつ

活　
どう

動　でたくさんの　
けい

経　
けん

験　をする
ことができました。　

さい

最　
しょ

初　に　
かつ

活　
どう

動　に　
くわ

加　わるときは、　
ふ

不　
あん

安　でしたが　
ち

地　
いき

域　の　
ほ

保　
ご

護　
しゃ

者　たちとつながれた　
こと

事　が
とても　

うれ

嬉　しかったです。まわりの　
ひと

人　も　
わたし

私　がちゃん
と　

かつ

活　
どう

動　できるのか　
しん

心　
ぱい

配　だったと　
おも

思　います。しかし、

　
がん

頑　
ば

張　って　
と

取　り　
く

組　んでいたら　
しん

信　
らい

頼　してもらえ、　
ち

地　
いき

域　
に　

こう

貢　
けん

献　できることを　
じっ

実　
かん

感　しました。　
わ

分　からないか
らやらないのではなく、　

わ

分　かるまで　
がん

頑　
ば

張　れば　
かなら

必　ず　
むく

報　われると　
おも

思　いますし、　
い

意　
よく

欲　があれば　
だれ

誰　にだって
できるはずです。
　ボランティアとしてさまざまな　

かつ

活　
どう

動　をするよう
になり　

かん

感　じたことは、　
す

住　んでいる　
ち

地　
いき

域　に　
こう

貢　
けん

献　すれ
ば、その　

ち

地　
いき

域　がより　
す

住　みやすくなり、その　
けっ

結　
か

果　
じ

自　
ぶん

分　や　
か

家　
ぞく

族　が　
す

住　みやすくなるということです。
　もちろん　

む

無　
り

理　のない　
はん

範　
い

囲　で、　
じ

自　
ぶん

分　のできること
をするという　

こと

事　も　
じゅう

重　
よう

要　です。１　
ねん

年　や２　
ねん

年　ですぐに　
よ

良　くなるような　
かつ

活　
どう

動　ではないですが、　
ち

地　
いき

域　のため
に　

なが

長　く　
かつ

活　
どう

動　したいと　
おも

思　っています。

　
わたし

私　はイマーム（　
せん

先　
どう

導　
しゃ

者　）としてモスクでの　
れい

礼　
はい

拝　
を　

せん

先　
どう

導　しており、モスクを　
おとず

訪　れる　
ひと

人　
たち

達　にイスラム
の　

おし

教　えを　
と

説　いています。モスクでは　
こ

子　　どもたちが　
べん

勉　
きょう

強　する　
きょう

教　
しつ

室　もあり、　
こ

子　どもから　
おとな

大人　　までたくさ
んの　

ひと

人　が　
おとず

訪　れますし、　
れい

礼　
はい

拝　にはバングラデシュや
パキスタン、マレーシアやインドネシアなど、　

げん

言　
ご

語　や　
ぶん

文　
か

化　も　
ちが

違　う　
ひと

人　たちがたくさん　
あつ

集　まっています。
　
わたし

私　はベンガル　
ご

語　やウルドゥー　
ご

語　、　
えい

英　
ご

語　や　
に

日　
ほん

本　
ご

語　な
ど　

すう

数　か　
こく

国　
ご

語　が　
はな

話　せるので、　
た

多　
げん

言　
ご

語　で　
たい

対　
おう

応　し　
ち

地　
いき

域　の　
がい

外　
こく

国　
じん

人　と　
こう

交　
りゅう

流　しています。イマームとして　
ち

地　
いき

域　の　
がい

外　
こく

国　
じん

人　から　
なや

悩　み　
そう

相　
だん

談　を　
う

受　けたり、トラブルを　
かい

解　
けつ

決　
する　

かつ

活　
どう

動　をすることもあり、その　
なか

中　で　
に

日　
ほん

本　
ご

語　が　
わ

分　
からず　

し

市　
やく

役　
しょ

所　からの　
つう

通　
ち

知　が　
り

理　
かい

解　できない　
ひと

人　のサ
ポートもしています。
　そうした　

ひ　　び

日々　　の　
かつ

活　
どう

動　の　
なか

中　、　
こ

今　
とし

年　は　
しん

新　
がた

型　コロナウ
イルス　

かん

感　
せん

染　
しょう

症　の　
たい

対　
さく

策　に　
と

取　り　
く

組　むこととなりました。
モスクでの　

かん

感　
せん

染　
よ

予　
ぼう

防　については、　
ひ

日　ごろのネッ
トワークを　

かつ

活　
よう

用　し、　
こう

効　
か

果　
てき

的　に　
しゅう

周　
ち

知　をすることがで

きていると
おも

思　います。　
たい

対　
さく

策　の　
ほう

方　
ほう

法　については、
　
こく

国　
さい

際　ボランティアに　
とど

届　く　
じょう

情　
ほう

報　や　
し

市　のホームページ
などを　

さん

参　
こう

考　にし、　
ち

地　
いき

域　の　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
じゅう

住　
みん

民　と　
きょう

共　
ゆう

有　するた
め、　

つぎ　つぎ

次々　　に　
つく

作　られる　
あたら

新　しいルールやお　
し

知　らせをモ
スク　

ない

内　の　
けい

掲　
じ

示　
ばん

板　やオンラインのグループメッセー
ジを　

つか

使　って　
じょう

情　
ほう

報　
はっ

発　
しん

信　していました。　
に

日　
ほん

本　
ご

語　を　
よ

読　む
ことが　

むずか

難　しい　
ひと

人　のため、　
じ

自　
ぶん

分　の　
こえ

声　を　
ろく

録　
おん

音　して　
はい

配　
しん

信　
したりもしました。
　そのような　

と

取　り　
く

組　みを　
おこな

行　う　
なか

中　で、　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
じゅう

住　
みん

民　が　
し

知　るべき　
じょう

情　
ほう

報　をキーパーソンが　
ほん

翻　
やく

訳　や　
かく

拡　
さん

散　をして　
きょう

共　
つう

通　
にん

認　
しき

識　を　
つく

作　ることがとても　
じゅう

重　
よう

要　であると　
かん

感　じま
した。これからもモスクに　

かか

関　わる　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
じゅう

住　
みん

民　には　
し

市　からのお　
し

知　らせを　
つた

伝　えていきたいです。
　また、モスクでは　

こう

交　
つう

通　や　
ぼう

防　
さい

災　、　
か

火　
さい

災　
よ

予　
ぼう

防　などの　
べん

勉　
きょう

強　
かい

会　も　
かい

開　
さい

催　しており、これからもモスクをひと
つの　

かい

会　
じょう

場　として　
に

日　
ほん

本　のルールや　
せい

生　
かつ

活　
じょう

情　
ほう

報　を　
まな

学　ぶ　
ば

場　
を　

もう

設　け、　
がい

外　
こく

国　
じん

人　
じゅう

住　
みん

民　が　
ひつ

必　
よう

要　としている　
じょう

情　
ほう

報　を　
はっ

発　
しん

信　
できるように　

かつ

活　
どう

動　していきたいです。

かん

感　
せん

染　
しょう
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